
















































分析を行った結果、女性管理職の一皮むけた経験内容には、「A. 責任」、「B. 理解」、「C. やり
がい」、「D. 家庭」、「E. 管理」の 5 カテゴリーが存在することが明らかとなった。また、カ


























































部の承諾を得て、女性の中間管理職（部長 3 名、課長 3 名、係長 4 名）10 名をインタビュー
対象とした（図表 1）。
記号 a b c d e f g h i j
研究 
参加者 A 氏 B 氏 C 氏 D 氏 E 氏 F 氏 G 氏 H 氏 I 氏 J 氏
年齢 41 歳 48 歳 40 歳 47 歳 37 歳 58 歳 42 歳 52 歳 48 歳 37 歳
勤続 
年数 18 年 28 年 17 年 26 年 14 年 39 年 23 年 19 年 29 年 18 年
役職 課長 課長 係長 係長 係長 部長 課長代理 部長 部長 係長
婚姻 
状態 既婚 離婚 既婚 既婚 既婚 既婚 未婚 未婚 既婚 未婚
子供 





　女性管理職（部長 3 名、課長 3 名、係長 4 名）10 名を対象に、半構造化インタビューを実
施した。インタビューは筆者 2 名が 2020 年 2 月 5 日、10 日、17 日、20 日に行った。また、
追加として、2020 年 8 月 27 日、9 月 14 日に西鉄部長級社員と九産交人事部にインタビューを












①   分析テーマに関するインタビュー部分に着目し、その部分を具体例とする概念を作成し
た。概念作成時には分析ワークシート（図表 2）を作成し、概念名・定義・具体例・理論
的メモを記入した。この過程は新たな概念が生成されなくなるまで続けた。
②   ①で生成した概念の具体例となるものを他の事例からも探し、分析ワークシートに追加
記載した。概念の生成と並行して概念間の関係を図式しながらカテゴリーを生成した。
③   生成された概念同士の関係を示しながら分析結果を文章化し、概念ならびにカテゴリー
相互のループ結果図を作成した。
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入社 15 年目の 2015 年に熊本桜町地区再開発プロジェクトの一員として
チームに参画できたことである。経験もなく、ゼロからのスタートであっ
たが、女性としての視点から物事を見ることの大切さを実感した。（a）
































③  役職者としての責任 d､ i





⑤  鳥の眼から役割期待を理解 c､ f
⑥  他部門とのやりとりから役割
期待を理解
















⑩  想定外の業務拡大への対応 b､ d
E  チャレンジにより
気づきを得たとき
⑪  所属する組織からの気づき a､ c､ j
⑫  担当する職務からの気づき g､ h､ i








a､ b､ c､ d､ e､
f､ g､ h､ i､ j
⑮  逃げ出したい気持ちから続け
る気持ちへ変化したとき
a､ b､ c､ d､ e､
f､ g､ h､ i､ j
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　入社 15 年目の 2015 年に熊本桜町地区再開発プロジェクトの一員としてチームに参画できたこ
とである。経験もなく、ゼロからのスタートであったが、女性としての視点から物事を見ること




















　入社 26 年目の 2019 年 9 月にサクラマチのカウンターがオープンし、多くの部下ができたこと
である。女性スタッフの部下が 10 名おり、それを調整役としてまとめることにやりがいを感じて
おり、まずは上司として部下をほめることが大事だと実感している。（d）
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　本研究は 2019 年度、2020 年度日本ビジネス実務学会における口頭発表、それらに対する
指摘を踏まえ、2 社比較および再精査を実施した。西鉄事例、九産交事例の合計 20 名の管理
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　In this study, following the previous research in the case of Nishitetsu （Tokunaga and Tokoro, 2019）, 
we requested cooperation from Kyushu Sanko and conducted a survey with the consent of the Human 
Resources Department. Its purpose is to find how women in managerial positions built their careers 
and reached their current status through any kind of “Quantum Leap Experiences.” The participants 
were asked to provide about three examples of “Quantum Leap experiences” that caused them to 
move forward, describing when, how, and the meaning of such experiences. After the interview, we 
compared the results with those of Nishitetsu and re-examined them, finding that six categories of 
developmental experiences by female employees in management positions were found.
　Of particular note is that the Quantum Leap experience was not a one-time process, and that the 
process itself had changes. Kanai （2001） also suggested that although no clear regularity was found in 
discussion of the Kansai Economic Federation's survey results, Quantum Leap Experiences could occur 
no matter how old they become. By looking back on experiences through more than 10 to 30 years 
instead of one or two experiences and interpreting the meaning of them, the results of research are 
shown in a loop diagram, rather than a one-way process diagram.
　In addition, introspection showed that the decision-making and actions at the turning point were 
meaningful. Majority of participants responded that the trigger was <<A. when they felt the weight of 
responsibility on their shoulders from work>>, and when they look back over time, <<E. when they 
realized something by going through difficulties>> and <<F. realization sublimated into strong self-
affirmation and rewarding experience>> led to developmental experiences. Furthermore, a category 
unique to female managers was found, which was <<C. when they had problems about events and 
experiences regarding family, then found a solution to them>>.
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